一般社団法人磐周教育研究所磐周教職員相互災害救援規程
（目的）
第1条　この規程は、一般社団法人磐周教育研究所（以下「研究所」という。）定款第４条（３）にもとづき、正社員が災害を蒙った場合、相互に弔意及び救援する基準を定めることを目的とする。
（事務局）
第２条　この規程に関する事務は、研究所事務局で行う。
（災害の定義）
第３条　この規程において災害とは，下記の各号に該当する場合をいう。
(1) 死亡　(2) 負傷又は疾病　(3) 火災　(4) 風水害、その他
２　地震等災害救助法が発動された場合及びその他大規模災害の場合は、
この規程の適用について理事会で別途協議する。
（救援方法）
第４条　前条第１項に該当する場合は、次の方法により救援する。
(1) 死亡
   　　　代表が葬儀に参列し、弔慰金を呈し弔慰する。（事情により弔辞を呈する。）

(2) 負傷又は疾病
(イ) 負傷又は疾病により、引き続き１箇月以上勤務できなかったとき及びそれ以後、内規の定めるところに従い、見舞金を呈する。
（ロ）不慮の事故による負傷で救援の必要のある時は、申請にもとづき見舞金を呈する。
(3)火災・風水害・その他
見舞金を呈する。
（救援金額）
第５条　この規程に基づき救援金額は、理事会の決議により別に定める。
（救援金資金）
第６条　この規程適用に要する資金は、正社員の分担する拠出金の他寄付をもって充てる。
（拠出金額）

第７条　この規程に基づく正社員が分担する拠出金額は、理事会の決議により別に定める。
（簿冊）

第８条　この規程運用のため、次の簿冊を設ける。
(1)  救援記録簿
(2)  救援金会計簿
(3)  救援金預金通帳
(4)  救援内規
（申請）

第９条　この規程に適用する事故発生の当該校長は、申請書を研究所事務局へ提出するものとする。
（会計監査）
第10条　この規程にともなう経理の会兼監査は、研究所監事をもって充てる。
（規程の改正）
第11条　この規程の改正は、理事会で行う。
　附則
　　磐周教育研究所相互災害救援規程を廃止し、この規程を、一般社団法人磐周教育研究所の設立の登記の日から施行する。
一般社団法人磐周教育研究所教職員相互災害救援規程　救援内規
　１　一般社団法人磐周教育研究所教職員相互災害救援規程にもとづく救援金額を下記のとおり定める。
·  救援規程第４条（１）　　死亡の場合
　  弔慰金　５００，０００円　　　　香料　１０，０００円
○  救援規程第４条（２）　　負傷又は疾病の場合
（イ）の場合
　　　１箇月以上を経たとき　　　　　　５，０００円
　　　更に３箇月を経たとき　　　　　　３，０００円
　　　更に６箇月を経たとき　　　　　　５，０００円
　　　以後３回を限度として１年ごとに１０，０００円
但し、上記各期間から復帰後１年以内に同一負傷又は疾病により勤務できなくなった場合、その期間は通算するものとする。〔静岡県教育委員会総務第４８９号平成２０年３月２５日　私傷病特休及び病気休職の取扱いについて（通知）に準ずる〕
通算　1箇月　　　４箇月　　　　10箇月　１年10箇月　　２年10箇月　３年10箇月
	1箇月
	３箇月
	６箇月
	１年
	1年
	1年

	
	
	
	
	
	


発生日　5000円　　3000円　　　5000円　　10000円　 10000円　10000円
　　（ロ）の場合
　　　　当該校長よりの申請にもとづき、理事長、副理事長及び常務理事が協議の上、必要と認めた場合見舞金を呈する。
　　○救援規程第４条（３）　　　　火災・風水害・その他の場合
　　　被害の程度により下記の見舞金を呈する。
　　　　全焼　全壊　　　　　　　１００，０００円
　　　　半焼　半壊　　　　　　　　５０，０００円

　　　　床上浸水　　　　　　　　　１０，０００円
なお、住宅災害認定の基準は、一般社団法人磐周教育研究所磐周児童生徒相互災害見舞金内規と同じとする。
但し、損害については、住宅（本家）を基準とし、付属建物については、別途検討する。
２　教職員拠出金額
　　　　１人２００円を年度初めに事務局に納入する。なお、死亡者が出た場合は、理事長、副理事長及び常務理事が協議し、必要に応じて次年度教職員１人３００円を加算して計５００円徴収する。


一般社団法人磐周教育研究所磐周児童生徒相互災害見舞規程
（目的）
第1条 この規程は、一般社団法人磐周教育研究所（以下「研究所」という。）
定款４条（３）にもとづき、磐周地区の小中学校児童生徒が被害を蒙った場合、相互に弔慰見舞する基準を定めることを目的とする。
（事務局）
第2条 この規程に関する事務は、研究所事務局で行う。
（災害の定義）
第3条 この規程において災害とは、下記の各号に該当する場合をいう。
(1)火災　(2)風水害　(3)地震　(4)疾病　(5)その他（交通・水難事故等）
　　２　地震等災害救助法が発動された場合及びその他大規模災害の場合は、当規程の適用について理事会で別途協議する。
（見舞方法）
第4条 前条第１項に該当する場合は、次の方法により弔慰見舞する。
(1) 死亡の場合は、弔慰金を呈する。
(2) 引き続き１ヶ月以上欠席した場合、見舞金を呈する。
(3) 火災・風水害・地震については、見舞金を呈する。
（見舞金額）

第5条 この規程にもとづく弔慰見舞金は、理事会の決議により別に定める。
（見舞金資金）
第６条　この規程適用に要する資金は、児童生徒の分担する拠出金の他、寄付金をもって充てる。
（拠出金額）
第７条　児童生徒の分担する拠出金額は、理事会の決議により別に定める。
（簿冊）
第８条　この規程のために次の簿冊を設ける。
(1) 見舞記録簿
(2) 見舞金会計簿
(3) 見舞金預金通帳
(4) 見舞内規
（申請）
第９条　この規程に運用する事故発生の当該校は、申請書を事務局へ提出するも

のとする。
（会計監査）
第10条　この規程にともなう経理の会計監査委員は、研究所監事をもって充てる。
（規程の改正）
第11条  この規程の改正は、理事会で行う。
　附　則
　　磐周教育研究所相互災害救援規程を廃止し、この規程を、一般社団法人磐周教育研究所の設立の登記の日から施行する。
一般社団法人磐周教育研究所磐周児童生徒相互災害見舞規程　見舞内規
１　災害見舞規程にもとづく見舞金額を下記の通り定める。
　☆第４条１　死亡の場合　　　　　　１００，０００円
　☆第４条２　１箇月以上の欠席　　　　　５，０００円
　☆第４条３　火災・風水害・地震（本家を対象）
　　　　被害の程度により下記の見舞金を呈する。
　　　　　　　　全焼　全壊　　　　　　１５，０００円
　　　　　　　　半焼　半壊　　　　　　１０，０００円
　　　　　　　　床上浸水　　　　　　　　５，０００円
２　児童生徒の拠出金額
　　　１人１０円を６月末までに事務局に振込手数料を差し引いて納入する。
なお、資金に不足を生じた時は、理事長、副理事長、常務理事が協議し、次年度児童生徒１人１０円を加算して計２０円徴収する。
＜住宅災害認定基準＞
　　(1)全焼　全壊　　　建物の７０％以上の破壊があり新築するもの
　　(2)半焼　半壊　　　建物の２０％以上の破壊があり大修理の必要なもの
　　(3)浸水については、下記に該当する場合半壊とみなす
　　　(イ)床上５０ｃｍ以上にして、家屋、家財に甚大な被害を蒙った場合
　　　(ロ)床上３０ｃｍ以上にして、滞水時間が３６時間をこえ、家屋、家財に甚大被害を蒙った場合
　附　則
　　「１　見舞金額」の一部改正（平成２９．５）

　　「２　拠出金額」の一部改正（令和３．１１）
附　則


　「２　教職員拠出金額」の一部改正（令和３．１１）









